
スリーブ注入工法
複合地盤に対して的確に改良する
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スリーブ注入工法の取扱注意事項
●スリーブ注入工法の取扱に際しては、技術資料等をご確認ください。●ここに記載された事項は、標準的な試験法に準拠した弊社の実験データに基づくものですが、多岐にわたる条件下での実際の現場
施工結果を確実に保証するものではありません。●商品改良のため、予告なく仕様の一部を変更する場合がありますので、ご了承ください。
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お問い合わせ

本店技術本部、事業本部、または最寄りの支店、営業所へお問い合わせください。
技術本部 　〒104-0044　東京都中央区明石町 13-18　4F TEL：03-3542-9299　
事業本部 　〒104-0061　東京都中央区銀座 8-14-14　4F TEL：03-3542-9120
e-mail : mag@nittoc.co.jp  URL: http://www.nittoc.co.jp



わが国の複雑な地盤条件と
社会のニーズに応える
マルチグラウト工法です

　『スリーブ注入工法』は、砂礫層や崩壊性の高い未固結層・破砕帯・風化帯等、わが
国で多く見られる複雑な複合地盤を改良するために開発された工法です。
　“ 必要な個所 ” に “ 最適な注入材料 ” を “ 必要な量だけ ” 注入できる、省資源・無公
害のマルチグラウト工法です。
　『スリーブ注入工法』は、長年にわたり多くの工事現場で実績を重ねるとともに、社
会のニーズに応えるべくさらなる改良を加え、進歩を続けております。

　『スリーブ注入工法』は、スリーブパイプとダブルパッカを用いることによって特徴
づけられる地盤改良工法ですが、本質的な進歩は、そのメカニズムに加えて高度の注
入効果を得るために培われた技術と積み重ねられた実績にあります。

　この技術と実績こそが、これからの社会のニーズである複雑かつ困難な地盤条件の
克服に寄与すると考えます。

スリーブ注入工法の位置付け

二重管ストレーナ工法

スリーブ注入工法

　『スリーブ注入工法』は、ダブルパッカ工法のシールグラウト方式であり、仮設目的だ
けでなく耐久グラウト※を使用することにより、耐久グラウト注入工法としても使用する
ことができます。

※耐久グラウト･･･注入されるグラウトのうち、通常の環境の下で固結したグラウトの止水性または強度が１０年以上 

                　　　　   安定的に継続する注入材料（「耐久グラウト注入工法施工指針」一般社団法人日本グラウト協会）

薬液注入工法

ダブルパッカ工法 シールグラウト方式



スリーブ注入工法のメカニズム
　ダブルパッカーは任意の流量と圧力を、ス
リーブバルブは所定の方向性を与えます。シー
ル材は注入材の地上へのリークを防止する役割
を果たします。

　複合注入は異なる複数の地層に対して、それぞれに適した注入材と仕様で段階的に注入し、均質な
地盤に改良するものです。
　一次注入 ･･･ 大きな空隙を懸濁型グラウト（ＣＢ材）で充填し、地盤を均質にする。
　二次注入 ･･･ 均質化した地盤の小間隙に対して溶液グラウト等を浸透させて密実にする。

※一次注入のみの場合もあります。

　削孔工程とグラウト注入工程が完全に分離していることで作業の合理化と的確な注入管理が可能です。
　

施工手順

削孔工程
①マシンセット ②所定深度まで削孔 ③削孔完了後

　シール材充填
④スリーブパイプ立込
　ケーシング引抜き 注入工程

⑤一次注入

（ＣＢ注入）

⑥二次注入 ⑦注入完了

スリーブパイプ

パッカー

ダブルパッカー

スリーブパイプ

注入ノズル
スリーブバルブ

注入材

シール材

ゴムスリーブ

ポリゴンパイプ注入

ポリゴンパイプ
吐出イメージ

スリーブパイプ
吐出イメージ

　『ポリゴンパイプ注入』は、スリーブ注入工法の改良型であり、
注入による改良効果をより高めるとともに、吐出量の増加を可能と
した注入方法です。
　従来使用しているスリーブパイプは注入材を各スリーブバルブの
“ 点 ” から吐出するのに対し、ポリゴンパイプは “ 線 ” から吐出する
ことにより、改良体の均質化が図れます。また、吐出量を増加させ
ることで、施工の効率化を可能としました。

　『ポリゴンパイプ注入』は、スリーブ注入工法の改良型であり、
注入による改良効果をより高めるとともに、吐出量の増加を可能と
した注入方法です。
　従来使用しているスリーブパイプは注入材を各スリーブバルブの
“ 点 ” から吐出するのに対し、ポリゴンパイプは “ 線 ” から吐出する
ことにより、改良体の均質化が図れます。また、吐出量を増加させ
ることで、施工の効率化を可能としました。

製品区分
管の種類
口　径

１本当りの長さ
バルブの間隔

標　　準
硬質塩化ビニル管

40mm
1~5m

33cmおよび 55cm

特　　注
炭素鋼鋼管
40mm

5.5m以下任意
任意

スリーブ注入工法
SLEEVE GROUTING

バルブ間隔
33cm

約１m 約１m

ポリゴンパイプ　クラッキング試験
（クラック発生状況）

スリットの位置で
クラッキング
スリットの位置で
クラッキング



改良範囲 注入孔

超微粒子注入範囲ＣＢ注入範囲

改良範囲

適用事例

施工事例

・軟弱地盤注入 ・岩盤注入
　軟弱地盤の堆積する都市部における構造物の大規模化・大深度化に伴い、スリーブ注入工法も実
績を積み重ねて発展してきました。スリーブ注入工法は、軟弱地盤の中でも深度の深い範囲や、削
孔範囲に礫層を含む場合でも適用することができます。
　下記の事例の他、液状化対策等にも広く利用可能です。

工 事 件 名

工 事 場 所
発 注 者

工 事 内 容

：第二東名高速自動車路
   今里第一トンネル工事
：静岡県裾野市
：NEXCO中日本（旧：日本道路公団）

：トンネル掘削の安定性確保および
   地表面変位の抑制を目的とした
   地盤改良工

施 工 数 量

施工本数　1,369 本　 総削孔長　36,044m
注入量　    CB  15,569kℓ
　　　　    超微粒子 18,062kℓ

　スリーブ注入工法は、粗粒硬質未固結地盤や亀裂の多い岩盤など、他工法が適合しない領域で最も
威力を発揮します。また、細粒軟質未固結層との複合地盤においてもスリーブ注入工法は的確に改良
できます。

トンネル坑口地盤改良ダムのカーテングラウチング トンネル掘削時の止水ボイリングに対する改良

土留め工

ＧＬ

掘削底面

改良範囲

盤ぶくれに対する改良

ＧＬ

揚圧力

土留め工

掘削底面

改良範囲

土塊重量

シールド発進および到達部の改良

ＧＬ

発進

立坑

到達

改良範囲

スリーブ注入工法
SLEEVE GROUTING

改良範囲

ＧＬ

浸透流 改良範囲

工 事 件 名

工 事 場 所
発 注 者

工 事 内 容

：中央環状品川線南品川換気所
   ダクト接続工事
：東京都品川区
：東京都建設局

：換気所と本線シールドを接続するための
換気ダクトトンネルの築造に伴う地盤改良工

施 工 数 量

施工本数　1,095 本　平均削孔長　43.6m／本
注入量　    2,163 kℓ

スリーブ注入改良範囲

本線シールドトンネル

換気ダクトトンネル
換気所

約
40
m

1 2

検層により確認された
岩盤範囲

注入孔

削孔状況削孔状況

注入状況注入状況

注入管理装置注入管理装置

削孔状況削孔状況
【断面図】
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